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１ はじめに 

 

諫早市入札監視委員会は、「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に

関する法律」に基づき、平成２１年２月に外部の学識経験者から構成され

る第三者機関として設置された。 

本委員会の意見を受け、これまで諫早市においては、入札契約事務にか

かる制度改正に取り組まれ、公正で適正な契約、不正行為排除の徹底など

が進められてきたところである。 

近年、建設業の担い手の確保や技術者育成に向けた「働き方改革」が推

進されており、公共工事における発注者の責務においても、適正な工期設

定や計画的な発注など、工事の品質確保の促進を図るための措置が強く求

められているところである。 

本書では、前期委員会の提言に対する市の取組の検証を含め、第７期委

員会の審議した結果を報告するとともに、市に対し、今後の入札及び契約

制度の更なる改善に向けて努められるよう提言するものである。 

 

２ 委員会の構成 

 

第７期委員会（任期は、令和３年４月１日から令和５年３月３１日ま

で）は５名の学識経験を有する委員で構成され、それぞれの専門知識を活

用し、厳正かつ公平な審議を行ってきたところである。 

役 職 氏 名 職   業 

委員長 相田 雄二郎 中小企業診断士 

委員長代理 森本 精一 弁護士 

委 員 大石 重男 警察ＯＢ 

委 員 菅原 良子 大学教授 

委 員 塚元 哲也 金融機関役員 
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３ 委員会の開催状況 

 

（１）開催状況及び審議内容 

回 次 開 催 日 審 議 内 容 

第１回 
令和３年 

８月１６日 

① 委員長の選出 

② 委員長職務代理の指名 

③ 建設工事の契約締結状況報告（令和２年度下半期） 

④ 抽出事案審議 

⑤ 第６期提言項目への取組状況報告 

第２回 
令和３年 

１２月２３日 

① 建設工事の契約締結状況報告（令和３年度上半期） 

② 令和３年度 不調・不落の報告 

③ 抽出事案審議 

④ 第６期提言項目への取組状況報告 

第３回 
令和４年 

５月２５日 

① 建設工事の契約締結状況報告（令和３年度下半期） 

② 令和３年度 不調・不落の報告 

③ 指名停止案件の報告（令和３年度下半期） 

④ 抽出事案審議 

⑤ 第６期提言項目への取組状況報告 

第４回 
令和４年 

１１月１６日 

① 建設工事の契約締結状況報告（令和４年度上半期） 

② 指名停止案件の報告（令和４年度上半期） 

③ 契約事務適正化の徹底報告 

④ 不調・不落対策の報告 

⑤ 抽出事案審議 

⑥ 審議報告書・意見書の審議 

第５回 
令和５年 

 ３月２４日 

① 審議報告書・意見書の審議 

② 市長に審議報告書・意見書を提出 

 

（２）審議対象 

回 次 対 象 期 間 対象件数 

第１回 令和２年１０月～令和３年 ３月 １４０件 

第２回 令和３年 ４月～令和３年 ９月 １３３件 

第３回 令和３年１０月～令和４年 ３月 １５２件 

第４回 令和４年 ４月～令和４年 ９月 １７０件 
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（３）審議内容 

各委員会において、「（２）審議対象」の中から、各委員が５件の審

議案件を抽出し、「事案説明書」、「入札結果表」をもとに、入札参加

資格の設定方法や理由、入札から契約までの経過説明を受け、質疑を行

い審議した。 

 

① 入札方式別                      （単位：件） 

回 次  

契約方法 
第１回 第２回 第３回 第４回 計 

一般競争入札 １ １ １ ２ ５  

指名競争入札 ４ ４ ４ ３ １５  

随 意 契 約 ０ ０ ０ ０ ０  

計 ５ ５ ５ ５ ２０  

 

② 工種別                       （単位：件） 

回 次  

工 種 
第１回 第２回 第３回 第４回 計 

土 木 一 式 ２ ２ ２ ３ ９  

建 築 一 式 ０ １ ２ ０ ３  

電 気 ０ １ ０ ０ １  

管 ０ ０ ０ １ １  

ほ 装 ０ ０ １ ０ １  

水 道 施 設 ０ ０ ０ １ １  

そ の 他 ３ １ ０ ０ ４  

計 ５ ５ ５ ５ ２０  
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③ 審議案件 

回 次 工 事 名 

第１回 

① 西平地区急傾斜地崩壊対策工事（その１） 

② 市道鍛冶屋尾三部壱線（町川橋）橋梁補修工事 

③ 都市計画道路堀の内西栄田線道路改良工事（２－１工区） 

④ 準用河川尾向川伐採浚渫工事（Ｒ２-１） 

⑤ 普通河川佐田江川伐採浚渫工事（Ｒ２－１） 

第２回 

① 諫早駅東地区交通広場整備工事（その３） 

② 大久保道路外８箇所災害復旧工事 

③ 下釜地区汚水管渠工事（Ｒ３－２工区） 

④ 小船越町東住宅電気設備改修工事 

⑤ 草原地区急傾斜地崩壊対策工事 

第３回 

① 久山地区汚水管渠工事（Ｒ３－３工区） 

② 冨地戸地区下水管渠舗装復旧工事（Ｒ２－１工区） 

③ 小栗ふれあい広場トイレタイル改修工事 

④ 広谷第１水路災害復旧工事 

⑤ 諫早市役所庁舎本館外壁改修工事 

第４回 

① 都市計画道路永昌東諫早駅線道路整備工事 

② 小ヶ倉中継池築造工事 

③ 小野第1号汚水幹線布設工事（Ｒ４－１工区） 

④ 市道上宇戸橋公園線道路改良工事（四面橋交差点） 

⑤ いいもり月の丘温泉ボイラー外改修工事 

第５回 ① 審議報告書・意見書審議 
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（４）指名停止案件の報告 

審議対象期間中における指名停止案件の報告を受け、質疑を行った。 

 

① 指名停止件数                     （単位：件） 

回 次  

 

指名停止理由 

第１回 第２回 第３回 第４回 計 

安全管理措置の不適切

により生じた工事関係

者事故 

０ ０ １ ０ １ 

競売入札妨害又は談合 ０ ０ ２ ２ ４ 

不正又は不誠実な行為 ０ ０ １ １ ２ 

計 ０ ０ ４ ３ ７ 

 

（５）審議結果 

上記（１）～（４）のとおり審議した結果、関係法令や各種要綱・ 

要領等に沿った適正な入札事務が執行されていることを確認した。 

 

４ 第６期委員会提言の取組検証 

 

（１）低入札価格調査基準制度の導入 

 「低入札価格調査基準制度」の導入に関しては、最低制限価格の９２％

への引上げ状況を見極める必要性から、慎重な対応となり未達成であった

が、一方、最低制限価格においては、ランダム係数導入に伴う全者失格に

よる不落案件が発生したことから、令和４年４月に、初度入札で最低制限

価格を下回る者を直ちに失格とすることなく、再度入札に参加できるよう

に取り扱いを見直される等、課題解決に向けた取組みを積極的に行ってい

る。 
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（２）施工時期の平準化 

建設業における働き方改革の推進の一環として、令和３年４月１日以降

に起工する工事から「週休２日工事」を試行され、補正係数を「４週６

休」により運用されている。今後は「４週８休」への拡大及び営繕工事へ

の導入など、働き方改革の更なる推進に努めていただきたい。 

「余裕期間制度」に関しては、令和４年１月に導入されており、さらに

事業繰越と余裕期間制度を一体的に取り組まれたことで、４月から６月ま

でを含むいわゆる閑散期に施工が可能となる発注をされており、平準化の

推進につながっている。 

「債務負担行為」の導入については、未達成となっているため、可能な

ものから試行的導入を行い順次拡大していただきたい。 

 

（３）契約事務適正化の徹底 

「契約事務適正化の徹底」に関しては、令和２年度の落札決定取消し、

入札無効とした事案の発生により、再発防止を求めていたところであるが、

令和４年度において、設計金額の過小積算が原因により、入札を無効とし、

落札決定を取消す事案が、再び発生している。 

積算誤りの原因は、土木積算システムの一般管理費において、特殊資材

に伴う機器間接費を計上したにも関わらず、積算に反映されていなかった

ことによるものであったとのことであり、今後、同様の誤りを繰り返さな

いためにも、積算システムの仕様を理解した上で、複数の職員による検算

確認事務を徹底され、再発防止に向けて全力で取り組んでいただくよう強

く求める。 

 

（４）デジタル化の推進 

「デジタル化の推進」に関しては、工事に係る建設コンサルタント業務

において、令和４年４月から入札会場での紙入札から電子入札に移行され

ている。 

さらに、入札参加資格申請書受付に係る電子申請システムを導入され、

令和５・６年度の入札参加資格申請の完全電子化を達成されるなど業者の

利便性の向上につながるデジタル化の推進に積極的に取組まれている。 
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５ 提言 

 

（１）一般競争入札の拡大 

建設工事の入札事務においては、現在、地場企業の育成に配慮した観

点から「設計金額５，０００万円未満」を指名競争入札の対象としてい

る。 

しかしながら、近年の指名競争入札の入札結果をみると、辞退者や予

定価格を上回る応札者が多い等、落札意欲が高いとは言えない入札が多

数見受けられる。 

競争性の高い入札を目指すためには、一般競争入札の対象拡大が必要

であると考えることから、対象要件を土木一式工事のＡランク相当であ

る「設計金額１，５００万円以上」まで引き下げることが妥当であると

考える。 

また、一般競争入札の入札事務の簡素化を図るために、令和元年度に

事後審査制度を導入しているが、さらに公告方法の見直しを行う等、対

象拡大に向けた環境整備を進めていただきたい。 

 

 

（２）施工時期の平準化 

施工時期の平準化は、円滑な施工確保に資することに加え、年間を通

じた工事量の安定による工事に従事する者の処遇改善や、人材・資材・

機材等の効率的な活用促進による建設業者の経営の健全化等に寄与し、

ひいては公共工事の品質確保につながるものとされている。 

本市における施工時期の平準化については、繰越制度の活用と余裕期

間制度の導入により、年度当初の閑散期（４月～６月）における工事の

施工が増加し、平準化率も徐々に上昇している状況であるが、更なる推

進に有効とされる債務負担行為の運用には至っていない状況である。 

まずは、市単独事業等から債務負担行為を導入し、順次、対象を国等

の補助事業まで拡大することで、平準化を促進していただきたい。 
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（３）契約事務適正化の徹底 

建設工事の契約事務において、市設計金額の過小積算により、落札決

定を取消し、入札を無効とする事案が発生している。 

落札決定の取消しは、入札制度の信頼性の失墜につながる恐れがあり、

落札を取消された事業者に与える精神的苦痛も計り知れない。 

再発防止に向け、契約事務の適正化の徹底に取り組むことを求めるも

のである。 

 

 

６ おわりに 

 

  最後に、本委員会としては、引き続き諫早市に対して率直な意見を述べ

ていくとともに、より公正で適正な入札契約事務制度確立への提案を行う

ものであり、十分に検討され取り組まれることを望むものである。 
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